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１回 全員 講義

２回 小池
講義
演習

３回 小池
講義
演習

４回 小池
講義
演習

５回 小池
講義
演習

６回 浦野
講義
演習

７回 浦野 講義

８回 浦野
講義
演習

９回 浦野
講義
演習

10回 浦野
講義
演習

11回 安部
講義
演習

12回 安部
講義
演習

13回 安部
講義
演習

14回 安部
講義
演習
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（DP）

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的
な調整能力を身につけている。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。
４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

生命・医療倫理の諸問題（２） 終末期医療における倫理学的論点を理解し、考察する。

生命・医療倫理の歴史と現在 生命・医療倫理の歴史的展開について理解する。

生命・医療倫理の主要概念 生命・医療倫理の主要概念について理解する。

生命・医療倫理の諸問題（１） 生殖医療における倫理学的論点を理解し、考察する。

社会構造と健康・病気 社会構造と健康・病気との関わりについての基礎的な理解を踏
まえ、健康と病気をめぐる自己責任論の問題について検討す
る。

スティグマと健康 特定の属性や特定疾患に結びついたスティグマ・偏見が健康に
及ぼす問題について、その基礎的内容を理解する。

患者・市民・医療者の協働関係 患者—医療者関係についての基礎的な理解を踏まえ、患者・市
民・医療者の協働関係のあり方について考察する。

心理的援助法 医療領域で活用される心理療法について、理論的背景とともに
技法への理解を深める。

健康・病気と社会 健康・病気と社会との関係および保健医療と社会との関係につ
いて、その概要的・基礎的内容を理解する。

病いの経験と患者の生活の質 「病いillness」の概念について理解するとともに、病いを語る
ことの保健医療実践への意義についてその概要を理解する。

「こころ」と身体 医療における個の理解を進めるための出発点として、心理学の
視点から「こころ」と身体の関係がどのように捉えられてきた
か、心身問題に関する研究の流れを概観する。

疾患と行動 健康心理学の視点から、人の行動とさまざまな疾患の関係に関
するこれまでの研究を概観する。

心理的アセスメント 精神医学の分野に限らず、人の健康に関するさまざまな心理ア
セスメントについて、現在までの研究の蓄積状況を概観する。

適宜指示する

オリエンテーション この授業の目的・概要・進め方について説明する。

参考書等

備考

受講者への
メッセージ

看護ケアとその対象となる人々の生活経験（日常生活、誕生、病気、障害、死など）について、心理的側面・社会的側面・倫
理的側面の3つの側面からアプローチすることの看護学的意義を探究する。

１．看護ケアとその対象となる人々の生活経験を人文社会科学の観点から多面的にとらえなおすことができる。
２．人文社会科学の観点を看護学の観点や臨床看護の経験にもとづいて批判的に考察することができる。
３．批判的考察を経て吟味された人文社会科学の観点をこれからの看護研究に活用することができる。

授業における報告（50%）、授業への参加状況（50%)

学習項目 学習内容
主担当
教　員

適宜指示する

教科書

既存の看護実践と医療のあり方やそれらの基本的前提について、看護学からはいったん離れて心理学・社会学・倫
理学の観点から検討し直すことができれば、と考えています。

共通科目Ⅱ
選択
区分

領域
必修

授業
形態

講義

科目等
履修生

遠隔授業

人文社会看護学特論
Theories of Humanities
and social Nursing

小池　敦（510）
浦野　茂（503）
安部　彰（508）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

小池：atsushi.koike@mcn.ac.jp
浦野：shigeru.urano@mcn.ac.jp
安部：akira.abe@mcn.ac.jp

単位数
(時間)

成績評価方法
(基準)

2(30)
履修
年次

1年次
前期

科目
区分



人文社会看護学特論

15回 全員
講義
演習

まとめ ディスカッションを通じ、心理的側面・社会的側面・倫理的側
面からの看護ケアのアプローチの意義について検討する。


